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令和５年１２月２２日(金) 発行者 校長 刈山 弘全

校内を吹き抜ける風は冷たさを増し、本格的な冬の到来を感じさせる
季節となりました。そのような中にも、冷たい手に息を吐きかけながら
校庭の落ち葉を掃いたり、はつらつとした声で朝の挨拶運動に取り組ん
だりしている皆さんの姿を見ていると、心が温かくなります。
今年も、残すところあとわずかとなりました。今月５日に行われた百日祭では、３年生代表の

諸藤 遥 さんが、仲間と協力して創意工夫しながら困難を乗り越えたこれまでの歩みを振り返ると
ともに、これからの百日間では、仲間と互いに背中を押し合いながら、それぞれが自らの道を切り
拓く力を磨き、全員で一緒に前進していきたいという決意を述べました。この日を機に、それぞれ
の学年とも、進級や卒業へ向けた決意を新たにしたことでしょう。１年生には先輩になる自覚が、
２年生には最高学年になる自覚が芽生え、発する言葉や行動に更なる責任感が伴ってきました。３
年生は、乗り越える最後の大きな山が近づいてきました。心を落ち着けて、計画的に日々の努力を
重ねるとともに、軽い運動をしたり、意識的に食事や休養などをとったりして、心身の健康管理に
努めましょう。
さて、明日から冬休みです。残された３か月で、自分の成長を確かなものにするために、この１

年の自分を様々な角度から振り返り、新たな目標を立てるとともに、自分の努力を十分に労い、次
のステップへ向かう力を蓄えてほしいと思います。１月９日（火）に、晴れやかな表情で登校する
皆さんに会えることを楽しみにしています。

長崎県中学校テニス競技新人大会（12／３）
・女子団体 優勝
児島 加純 江口 咲心 黒瀬 瞳 蒲池佳乃子 佐々野紗那 梅野 幸代
山下 晄果 竹内 乙華 恒吉 凛香 荒井 瑞希

遠藤周作生誕100周年記念読書感想文コンクール
・最優秀賞 深江 貴心（1-3） ・佳 作 山下 和華（1-4）

令和５年度JA共済小・中学生書道コンクール
・銀賞（条幅の部） 佐々野紗那（2-3） ・銅賞（条幅の部） 天本 真菜（3-1）

第67回日本学生科学賞長崎県大会
・最優秀賞 小林 拓眞（1-1） ・佳 作 山村 健太（1-3）

・佳 作 金子 結槻（2-1）
・佳 作 江上 歩太（2-1）

第73回全国小・中学校作文コンクール長崎県審査
・最優秀賞 田川龍次郎（1-4） ・佳 作 小嶺 桃佳（2-4）
・優 秀 賞 辻 美乃（3-4） ・佳 作 伊藤 璃子（2-2）
・優 秀 賞 七尾 亜依（3-4） ・佳 作 安本 壮佑（2-4）

の行事
１日（月）元日 １１日（木）実行部会
５日（金）冬季休業終了 １８日（木）生徒総会
７日（日）本校入試 ２５日（木）整形外科健康相談（希望者）
８日（月）成人の日 ２６日（金）本校教育研究協議会
９日（火）授業開始日（３時間授業）

※１月５日の午後、７日～１０日は部活動中止、６日は本校での部活動中止。

新たな目標を定め、力を蓄える冬休みに

おめでとうございます


